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長崎

大
半
が
造
船
業
）
出
荷
額
は
全
体
の

22
・
４
％
（
約
3
5
2
4
億
円
）
で

ト
ッ
プ
。
同
従
事
者
数
は
県
内
製
造

業
従
事
者
数
の
17・5
％（
9
4
7
4

人
）で
2
位（
い
ず
れ
も
2
0
2
2
年
）。

　

都
道
府
県
別
の
造
船
関
連
製
品

出
荷
額
で
長
崎
県
は
長
年
、
上
位

5
県
に
入
っ
て
い
る
。
造
船
業
は
長

崎
県
の
基
幹
産
業
で
あ
る
こ
と
か

ら
、
人
材
確
保
に
関
す
る
取
り
組
み

を
強
化
。
24
年
度
は
造
船
所
見
学

会
や
、
大
学
・
企
業
と
の
情
報
交
換

会
、
交
流
会
を
実
施
。
連
絡
会
議
の

発
足
を
機
に
「
日
本
一の
造
船
県
に

な
れ
る
よ
う
に
さ
ら
に
取
り
組
み
を

深
め
て
い
き
た
い
」
と
西
岡
順
平
・

同
課
基
幹
産
業
支
援
班
参
事
は
力
を

込
め
る
。

近
代
化
の
歩
み
と
シ
ェ
ア

品
質
生
か
し
競
争
力
強
化

　

造
船
・
長
崎
の
歴
史
は
近
代
日
本

と
造
船
業
の
歩
み
と
重
な
る
。
江
戸
末

期
、
米
国
の
ペ
リ
ー
が
率
い
る
黒
船
来

航
に
よ
っ
て
日
本
人
は
近
代
化
の
必
要

性
を
悟
っ
た
。
こ
う
し
て
日
本
初
の
本

格
的
洋
式
工
場
「
徳
川
幕
府　

長
崎

鎔よ
う
て
つ鉄
所
」
が
建
設
さ
れ
た
。
後
の
長
崎

造
船
所
で
あ
る
。

造
船
振
興
連
絡
会
議
発
足

魅
力
発
信
で
人
材
確
保
へ

　

長
崎
市
で
6
月
、
造
船
関
連
産
業

の
振
興
と
人
材
の
確
保
育
成
に
産
学

官
で
連
携
し
て
取
り
組
む
「
長
崎
県

造
船
振
興
連
絡
会
議
」
が
発
足
し
た
。

　

経
済
安
全
保
障
の
観
点
か
ら
造
船

の
新
た
な
需
要
獲
得
が
見
込
ま
れ
る
一

方
、
造
船
技
術
者
の
人
材
確
保
は
厳

し
さ
を
増
し
て
い
る
た
め
、
造
船
業
の

魅
力
発
信
を
強
化
す
る
狙
い
だ
。
県

や
三
菱
重
工
業
長
崎
造
船
所
（
長
崎

市
）、
佐
世
保
重
工
業
（
S
S
K
、
佐

世
保
市
）、
大
島
造
船
所
（
西
海
市
）

な
ど
県
内
の
造
船
会
社
と
高
校
・
大

学
、
国
や
関
係
市
な
ど
で
構
成
さ
れ
る
。

県
内
全
域
を
対
象
と
す
る
造
船
業
の

会
議
体
設
立
は
全
国
で
初
め
て
と
い
う
。

　

県
企
業
振
興
課
に
よ
る
と
、
県
内

製
造
品
出
荷
額
の
う
ち
、
輸
送
用
機

械
器
具
製
造
業
（
長
崎
県
の
場
合
、

　海岸線が長い長崎県は海洋県で、造船業が栄えてきた。現在も基幹産業の
一つだが、重厚長大型産業の相対的な衰退や中国、韓国の台頭など造船業を
取り巻く環境は変化。こうしたなか、経済安全保障の観点から国が主導して造船
業を後押しする動きが出ている。日米の関税交渉では両国間の造船分野の協
力が浮上。国内外からの追い風で「造船・長崎」の復権に期待が高まっている。

三菱重工業長崎造船所の「ジャイアント・カンチレバークレーン」。1909年に導入

経
済
安
全
保
障
で
関
税
交
渉
を
機
に「
米
へ
技
術
協
力
」も

骨
太
方
針
で
造
船
業
の
復
権
に
期
待
感
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衛
隊
や
米
海
軍
基
地
に
隣
接
し
て
お

り
、
設
備
を
含
め
高
い
修
繕
能
力
を

持
つ
。
引
き
続
き
本
格
的
に
検
討
が

進
め
ら
れ
て
い
る
日
本
国
内
で
の
米
軍

艦
船
の
修
理
に
積
極
的
に
取
り
組
み
、

国
内
艦
艇
や
巡
視
船
、
技
術
難
度
が

高
い
民
間
船
の
大
型
修
繕
工
事
な
ど

も
拡
大
し
、
地
元
経
済
圏
の
サ
プ
ラ

イ
チ
ェ
ー
ン
の
維
持
・
強
化
な
ど
に
貢

献
し
て
い
き
た
い
」
と
話
す
。

　
政
府
が
6
月
に
閣
議
決
定
し
た「
骨

太
方
針
2
0
2
5
」。
日
米
協
力
を
含

め
た
サ
プ
ラ
イ
チ
ェ
ー
ン
の
強

き
ょ
う
じ
ん靭

化
や

技
術
開
発
の
後
押
し
な
ど
、
日
本
の

造
船
業
再
生
へ
の
方
針
が
明
記
さ
れ
た
。

造
船
・
長
崎
の
復
権
は
今
後
、
日
本
の

造
船
業
の
再
生
の
鍵
に
も
な
り
そ
う
だ
。

（
尋
木　

章
弘
）

用
や
、
新
技
術
を
使
っ
た

環
境
に
優
し
い
船
づ
く
り

も
学
生
た
ち
は
学
ん
で
い

る
」
と
話
し
、「
造
船
業

は
裾
野
の
広
い
産
業
で
あ

り
、
雇
用
も
大
き
い
。
若

い
人
た
ち
が
造
船
に
興
味

を
持
ち
、
そ
こ
に
就
職
す

れ
ば
長
崎
の
人
口
減
少
も

止
ま
る
の
で
は
」
と
期
待
を
込
め
る
。

　

技
術
継
承
は
造
船
業
振
興
や
地
域

活
性
化
、
ひ
い
て
は
業
界
の
グ
ロ
ー
バ

ル
な
展
開
に
つ
な
が
る
。
造
船
会
社
の

現
況
を
見
る
と
、
例
え
ば
S
S
K
の
25

年
３
月
期
連
結
決
算
は
４
期
連
続
と

な
る
黒
字
を
達
成
し
た
。

　

同
社
と
名
村
造
船
所
（
大
阪
市
）

が
経
営
統
合
し
て
約
11
年
が
経
つ
。
業

績
が
順
調
な
要
因
に
つ
い
て
S
S
K

佐
世
保
造
船
所
の
清
田
秀
二
所
長

は
「
22
年
の
新
造
船
事
業
休
止
以

降
、
建
造
ド
ッ
ク
の
修
繕
兼
用
へ

の
改
修
や
要
員
の
配
置
転
換
な
ど

経
営
資
源
の
再
配
分
を
進
め
、
人

員
、
設
備
の
両
面
か
ら
自
衛
隊
艦

艇
な
ど
主
力
の
官
公
庁
船
に
加
え

て
技
術
難
度
が
高
い
民
間
案
件
へ
の

取
り
組
み
も
積
極
的
に
展
開
で
き

る
よ
う
に
な
っ
て
き
た
た
め
」
と
分

析
。
日
米
間
の
造
船
協
力
や
今
後

の
展
望
に
つ
い
て
「
当
社
は
海
上
自

方
針
だ
。そ
の
た
め
に
は
人
材
の
確
保・

育
成
は
欠
か
せ
な
い
。
一
方
、
か
つ
て

世
界
最
強
を
誇
っ
た
米
国
の
造
船
業
は

戦
後
、
徐
々
に
衰
退
し
、
現
在
で
は
建

造
や
修
理
能
力
が
著
し
く
低
下
。
米

国
単
独
で
の
造
船
業
の
復
活
は
困
難
と

い
わ
れ
て
い
る
。

裾
野
広
く
雇
用
効
果
も
大

サ
プ
ラ
イ
チ
ェ
ー
ン
維
持

　

人
材
育
成
面
で
長
崎
県
に
は
、
優

れ
た
船
舶
を
設
計
・
建
造
で
き
る
技
術

者
や
、
海
洋
の
環
境
を
保
全
し
活
用

す
る
専
門
家
を
育
成
す
る
大
学
が
存

在
す
る
。
長
崎
総
合
科
学
大
（
長
崎

市
）
の
工
学
部
工
学
科
船
舶
工
学
コ
ー

ス
だ
。
実
務
に
強
い
技
術
者
の
育
成
が

特
色
で
、
構
内
に
船
舶
海
洋
試
験
水

槽
を
備
え
て
い
る
。

　
同
コ
ー
ス
長
の
古
野
弘
志
准
教
授
は

「
ア
ン
モ
ニ
ア
な
ど
次
世
代
燃
料
の
利

　

社
団
法
人
日
本
造
船
工
業
会
の
資

料
に
よ
る
と
、
明
治
期
以
降
の
国
内

造
船
業
は
急
展
開
。
1
8
7
6
年
に

造
船
所
の
民
間
払
い
下
げ
が
始
ま
り
、

1
9
0
8
年
に
純
国
産
技
術
に
よ
る
初

の
大
型
客
船
「
天
洋
丸
」
建
造
。
19
年
、

建
造
量
63
万
総
㌧
を
記
録
し
世
界
第

3
位
に
。
41
年
、世
界
最
大
の
戦
艦「
大

和
」
を
就
役
さ
せ
た
。

　

戦
後
は
朝
鮮
戦
争
に
よ
る
特
需
景

気
を
経
て
56
年
に
建
造
量
が
英
国
を

抜
い
て
世
界
一
と
な
り
、
91
年
に
は
豪

華
客
船
「
飛
鳥
」
を
建
造
す
る
な
ど

し
て
現
在
に
至
っ
て
い
る
。
日
本
は
外

国
と
の
貿
易
の
ほ
と
ん
ど
を
船
に
よ
っ

て
行
っ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
同
工
業
会

は
「
造
船
業
は
日
本
の
生
命
線
」
と
位

置
付
け
て
い
る
。

　

ま
た
、
国
土
交
通
省
船
舶
産
業
課

の
資
料
な
ど
に
よ
る
と
、
日
本
の
造

船
業
は
56
年
に
世
界
一に
な
っ
て
以
降
、

90
年
代
初
め
ま
で
約
5
割
の
高
い
建

造
量
シ
ェ
ア
を
持
っ
て
い
た
。
し
か
し

韓
国
や
中
国
が
台
頭
し
世
界
的
な
供

給
過
剰
状
態
が
続
く
な
か
、
2
0
1
6

年
に
世
界
的
に
受
注
が
激
減
。
そ
の
後

は
低
水
準
に
推
移
し
て
い
る
。

　

日
本
の
造
船
業
を
持
続
的
に
発
展

さ
せ
て
い
く
た
め
に
国
は
、
省
エ
ネ
性

能
や
品
質
な
ど
の
強
み
を
生
か
し
な
が

ら
国
際
競
争
力
の
強
化
に
取
り
組
む

米軍艦船の修理にも取り組み、高い修繕能力を持つ佐世保重工業
（SSK、佐世保市）のドックなど施設群

技術者育成をしている長崎総合科学大の古野
弘志准教授（左）と石川暁教授


